
 

気象庁作成 

 

2007 年 8 月 2 日 11 時 37 分のサハリン西方沖の地震（M6.4）発生の際に、北海道の留萌や稚内など

で潮位変動が観測された（Ａ）。これらは当初、この地震による津波であると考えられていたが、そ

の後の調査結果（以下）から、気象擾乱の通過に伴い発生した変動である可能性が高いと考えられる。 

 

・地震波の解析などから、津波を起こしやすいタイプの地震（津波地震）ではないと考えられる。 

・観測された潮位変動は、津波シミュレーション結果（振幅、周期、到達時刻）と明らかな差があ

る（Ｂ）。 

・この時間帯に発生した気象擾乱（Ｃ）による留萌での気圧急変と潮位変動の時刻がほぼ一致して

おり（Ｄ）、また潮位変動の周期も、過去の副振動の周期と一致している。 

 

なお、震源近傍のサハリン南部では 0.1～0.2ｍの程度の津波が観測されており（NOAA：国海洋大気

庁による）、北海道で観測された潮位変動のごく一部には津波が寄与している可能性もある。 

 
   

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

検潮所の位置（左図）と検潮所で観測した波形（右図） 
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8 月 2 日 13 時ころの留萌の気圧変化と検潮記録 

8 月 2 日 13 時のレーダー画像 

8 月 2 日 13 時頃に北海道で観測された潮位変動について
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潮位変動の観測値と津波シミュレーションの比較




